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非喫煙者に比べ、肺がんは
4.5倍、咽頭がん32.5倍、口
腔がん2.9倍もがんによる死
亡のリスクが高まります。
胃や食道、子宮、膀胱などの
がんもリスクが高まります。

喫煙により気道や肺が傷つき、咳
や痰が出る気管支炎が慢性化し
たり、呼吸困難を伴う慢性閉
塞性肺疾患などを引き起こ
します。

喫煙は血管を収縮させたり悪
玉コレステロールを増やす作
用があり、動脈硬化が進行しま
す。その結果、心筋梗塞や脳
梗塞が発症しやすくなります。

歯周病や胃・十二指腸潰瘍など
にもなりやすく、日常的に口臭
や胃のもたれなどを感じるよう
になります。

妊娠中の喫煙は赤ちゃんに大
きな影響を与えます。
早産・乳幼児突然死症候群、
赤ちゃんの呼吸器感染症など
を引き起こします。

が　ん

呼吸器疾患

その他にも…

妊婦さん

　タバコは様々な健康被害の原因となります。また、喫煙者
本人のみでなく、周囲の人にも大きな影響を与えてしまいま
す。身体に良くないと思いつつなかなかやめられないタバ
コ。健康のために改めて喫煙生活を見直してみませんか？
　今月から３回シリーズで「タバコと健康」を掲載します。
第１回は「タバコの害」です。

タバコ　健康

タバコと健康に関するご相談等については、ほけん課までお問い合わせください。

動脈硬化

問い合わせ　ほけん課（すこやかセンター伊野内）　　893－3811

受動喫煙に注意！！
主流煙より副流煙に多くの有害物質が含
まれています。夫が喫煙者であれば妻は吸
わなくても肺がんで亡くなる危険が高くなり
ます。また、親が喫煙している家庭の子
どもは肺炎や気管支炎にかかりやす
いことが分かっています。

と
■ タバコの害 ■


